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0. はじめに 
スペイン語には、点過去/線過去という 2 種類の単純過去時制が存在する。従来の研究で
は、従属節に現われる点過去が少ないことが指摘されてきた。しかし数量データを用いて
明らかにしたものは管見の限りない。そこで本稿ではスペイン語コーパスを用いて、副詞
節における両者の相違点を明らかにすることを目的とし、以下の 3 点について調べた。 
 
① 副詞節中に出現する点過去と線過去の割合 
② 点過去と線過去の観点から見た、副詞節中の動詞の種類 
③ 副詞節によって、点過去/線過去に偏りのある動詞から見た接続詞の違い 
 
その結果、副詞節中に点過去が現れるのは有標であること、副詞節中の動詞や、副詞節
を導く接続詞の種類により、点過去/線過去の選択に偏りがあることがわかった。 
副詞節とは、以下の例文(1)のように主節の動詞を修飾して、その動作の背景や条件、理
由を説明するものである(下線が副詞節)。福嶌 (1995: 417)によれば、「副詞と同じように状
況補語として働く従属節」を指す。なお、本稿の例文の番号、グロス、訳は特に言及がな
い限り筆者によるものである。 
 
(1) Se    quedaba    en casa           porque   tenía         rota             la        pierna    derecha. 
再代 stay.線.3.単 前 house.女.単 because.接 have.線.3.単 break.過分.女.単 定.女.単 leg.女.単 right.女.単 
(彼は右足を痛めていたので、外に出なかった。) 
 (福嶌 1995: 417、訳は福嶌 1995 による) 
1. 先行研究 
1.1. 副詞節における点過去と線過去に関する研究 
山村 (1993)では、雑誌のインタビュー記事から手作業で用例を抽出し、主節の現在完了
の動詞と、副詞節の点過去、線過去、現在完了との時間関係を分析している。そして主節
の現在完了との関係から見た副詞節中の両過去の機能を次のように分析している。 
 
線過去…線過去によって表される事行は現在完了によって表される事行と共通の時間的
場にある。このとき、線過去は現在完了によって設定された時間的場の展開部を
担っていると考えられる。 
点過去…点過去は過去の事行を現在との関連性なしに述べ、現在完了は過去の事行を 
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現在と強く関連 付けて述べる。                       
(山村 1993: 80より抜粋) 
なお、山村 (1993)は副詞節を導く接続詞と両過去との関係や、個々の動詞の種類には触
れていない。 
 
1.2. 動詞の種類に関する研究 
Vendler (1967: 100-103)は英語の動詞を以下の 4 種類に分類している。 
 
・進行形のとれる動詞 
activity terms (行為動詞)…終了しなくとも成立する動作 例: 走る、カートを押す 
accomplishment terms (達成動詞)…終了しなければ成立しない動作  例: 円を描く、１マイ
ル走る 
・進行形のとれない(文脈によってはとれるが、とりにくい)動詞 
achivement terms (到達動詞)…ある瞬間に発生する動作 例: 山頂に到着する、競争に勝つ 
state terms (状態動詞)…ある期間動作が持続するもの 例: 何かを信じる、誰かを愛する 
(Vendler 1967: 100-103 より抜粋) 
なお、これらの動詞分類の和訳は Tinoco (2004)に倣った。Tinoco (2004: 131-132)は「状
態動詞と行為動詞はアテリック命題1になるので線過去で表すのが適当で、達成動詞と到達
動詞はテリック命題になるので点過去での用法が自然と思われる」と述べている。しかし
逆も状況によりありうるため、「動詞分類とテリシティは無関係でなくても決定的な用法の
要因ではないようである」(Tinoco 2004: 132)とも述べている。Tinoco (2004)の言うように、
この分類は点過去と線過去を区別する決定的要素とは言えないと思われる。しかし、上記
の 4 種類の動詞ごとに自然とされる点過去/線過去の選択の傾向を数量データから確認す
ることも含め、本稿では Vendler (1967)の動詞分類を基準として用いることとする。 
 
1.3. 「ハッキリ」過去と「ボンヤリ」過去 
Tinoco (2004)は両過去の特徴を以下のように分析している。 
 
点過去…「強調する、断定する、状況・常識に任せない」: ハッキリ過去 
線過去…「強調しない、断定しない、状況任せ、聞き手の常識任せ」: ボンヤリ過去 
(Tinoco 2004: 134 より抜粋) 
 以下、線過去の例文(2)では「映画館は今でも存在するかどうかは判断することが出来な
い」(Tinoco 2004: 133)が、点過去の例文(2)’では「現在その映画館はないと一般的に解釈さ
れる」(Tinoco 2004: 133-134)という。しかし、「その映画館が建っていた場所の前にいると、
映画館が無くなったにもかかわらず、大体の場合は未完了2(中略)が使われる」(Tinoco 2004: 
134)と述べている。
                                                        
1 アテリック=非完結、テリック=完結。 
2 線過去のこと。 
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(2) Al          lado   del           hotel         había             una            cine.       (線過去) 
前+定.男.単 next     前+定.男.単  hotel.男.単   there.is.線.3.単  不定.女.単  cinema.女.単 
(2)’Al           lado  del          hotel          hubo              una            cine.        (点過去) 
前+定.男.単   next   前+定.男.単 hotel.男.単  there.is.点.3.単 不定.女.単  cinema.女.単 
   (ホテルの隣に映画館があった。)            
(Tinoco 2004: 134、訳は Tinoco 2004 による) 
2. 調査・分析 
3 種類の副詞節 (porque 節「～なので」、como 節「～なので、～のように」、mientras 節
「～する間、他方で」)に現われる主要動詞の点過去/線過去の割合を調べる。そして動詞
によって点過去/線過去の選択に偏りがないか、また偏りがあった場合は、その動詞の種類
について見る。 
 
2.1. 調査・分析の方法 
2.1.1. コーパス調査 
スペイン語の基本単語を頻度順に並べたべナビデス (1990)3を参考に、その最も高頻度と
される 1-A のうちの 22 動詞について、副詞節に現われる点過去と線過去の数をコーパス
で調査する。コーパスはインターネット上で公開されている corpus del español を用いる。
このコーパスは総単語数 1 億語から成り、13-20 世紀の用例を参照することができる。本
稿では通時的な観点からの調査は行わないため、20 世紀の用例のみを参照した。なお、20
世紀の用例 2,035 万語は文学(675 万語)、会話(680 万語)、その他のテキスト(新聞、百科事
典など)、(680 万語)から成っている。ただ、用例分析の途中でコーパスが新装されたため、
以降の例文は新コーパス4のものであることを断っておく。 
 
2.1.2. 動詞の分類基準 
§1.2. の Vendler (1967)を参考にして作成した動詞の分類基準を次の図 1 に示す。分類に
際して、スペイン語の動詞を英語で相当するものに変えて進行形の有無を判断する。英訳
は西英辞典 Smith (1988)を参照した。最後に図 1 下部の文型に動詞を当てはめて確認する
こととする。ただし、主に助動詞として使用される動詞は分類できなかったため、その他
の動詞とした。また、進行形の有無の判断が難しい場合には、その次の段階(動作の終了に
言及せず、等)に照らして判断する。英訳を調査に用いることに関してはスペイン語の実態 
                                                        
3 ベナビデス (1990)はスペイン語の単語集 3 冊を参考にし、日常よく用いられる約 2000 語(動詞以外の品
詞も含む)を収録した頻度順の単語集。それら 2000 語を 4 段階に分け、更にそのうちの第 1 段階にあたる
500 語を 100 語ずつ、A-E に分けている。 
4 2007 年 12 月より新装版。新コーパスは以前のものに比べ、より細かい設定で検索できるようになった
ことが主な変更点と見受けられる。筆者が比較したところ、コーパスの元となる資料は以前のものがその
まま使われているが、収録語数は以前と異なり、20 世紀の用例は、話し言葉、フィクション、新聞、百
科事典の 4 分野が同数ずつ 500 万語となっている。新装版で得られる用例数は以前のものより多いことも
少ないこともあるため、詳細は不明である。なお、本稿ではコーパスから得られた例文の出典を、［新聞］
のように示す。 
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を反映しているとは必ずしも言えないが、本稿では便宜上この方法をとることとする。 
 
例: querer(西)≒ love(英)→ ?? is loving(進行形なし)→ある期間持続→ 状態動詞 
○ For how long did he love.  ?? At what time did he love?(確認) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○For how long did he __?    ○How long did it take to __?  ○At what time did he __?  ○For how long did he__? 
?? How long did it take to__? ?? For how long did he__?       ??For how long did he__?  ??At what time did he __? 
図 1: 動詞分類の基準 
 
2.2. 調査結果の分析 
2.2.1. 全体のまとめ 
副詞節別の調査結果は以下の表 1 の通りであった。 
 
表 1: 調査結果 
副詞節 点過去 線過去 
porque 節「～なので」 489 (18.7%) 2123 (81.3%) 
como 節「～なので、～のように」 689 (28.7%) 1713 (71.3%) 
mientras 節「～する間、他方で」 43 (14.1%) 263 (85.9%) 
計 1221 (23.0%) 4099 (77.0%) 
  
どの副詞節においても線過去の比率が高いことが伺える。特に mientras 節ではほとんど
の動詞で線過去のみが得られた。mientras 節は「～する間」という意味からも、展開部を
担うとされる線過去をとりやすい副詞節だと考えられる。 
 3 種類の副詞節の結果を合計すると、点過去が比較的多く得られたのは、次の表 2 の動 
動詞 
進行形あり 進行形なし 
行為動詞 達成動詞 到達動詞 状態動詞 
動作の終了に 
言及せず 
動作の終了が 
必要 
ある瞬間に発生 ある期間持続 
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詞であった。点過去での用法が自然とされた達成動詞、到達動詞が 2 例ずつ、それ以外に
行為動詞とその他の動詞が 1 例ずつであった。ただ、行為動詞 ver「見る」のうち、英語
の understand に当る意味のものは、達成動詞に分類することもできると考えられる。 
 
表 2: 点過去が全体で 40%を越えた動詞(用例数(%)) 
動詞 動詞分類 点過去 線過去 
llegar「着く」 到達動詞 48 (67.6%) 23 (32.4%) 
ver「見る」 行為動詞 42 (55.3%) 34 (44.7%) 
dejar「残す、～させておく」 達成動詞 14 (51.9%) 13 (48.1%) 
pasar「過ごす、越える」 達成動詞 29 (49.2%) 30 (50.8%) 
hacer「作る、する、～させる」 その他 80 (40.8%) 116 (59.2%) 
dar「与える」 到達動詞 14 (40.0%) 21 (60.0%) 
 
一方で以下の表 3 の動詞では全体的に線過去が高比率であった。線過去での用法が自然
とされた状態動詞が 5 例、行為動詞が 1 例であった。deber に関しては、「～しなければな
らない」という意味から、「～しなければならなかったが、実際にはそうしなかった」とい
う文脈が想像できる。西川 (1995: 308)は、線過去はその行為の始まりや終わりに言及しな
いため、「過去に属する行為ではあるが実現に至っていない事柄や話し手の意向などを表わ
し、その実現を聞き手に委ねるような用法」が生ずる、と述べている。そのため、deber
で線過去が多く得られたのではないかと考えられる。 
 
表 3: 線過去が全体で 80%を越えた動詞(用例数(%)) 
動詞 動詞分類 点過去 線過去 
parecer「～に見える、思われる」 状態動詞 0 (0.0%) 26 (100.0%) 
comer「食べる」 達成動詞 2 (8.7%) 21 (91.3%) 
saber「知る、分かる」 状態動詞 12 (8.9%) 123 (91.1%) 
haber「いる、ある」、完了の助動詞 その他 56 (9.5%) 535 (90.5%) 
estar コピュラ動詞 状態動詞 70 (10.2%) 615 (89.8%) 
deber「(義務などを)負う、～しなければな
らない」 その他 9 (14.5%) 53 (85.5%) 
tener「持つ」 状態動詞 58 (15.1%) 327 (84.9%) 
hablar「話す」 行為動詞 13 (18.6%) 57 (81.4%) 
querer「愛する、～したい」 状態動詞 21 (19.6%) 86 (80.4%) 
 
2.2.2. porque 節と como 節の違い 
本節では porque 節と como 節において点過去/線過去の比率が異なった動詞のうち、venir
「来る」と decir「言う」を取り上げる。以下の 3 つの観点から動詞ごとに結果を見ていく。 
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i) 動詞の意味 
ii) porque 節と como 節の用法の違い 
iii) 点過去と線過去の役割の違い(主節の動詞との時間関係も含めて) 
 
 まず venir は porque 節では線過去が 6-7 割を占めていたが、como 節では線過去の用例数
が減少し、両過去が拮抗(点過去/線過去のいずれもが 60%を越えなかった場合を指すこと
とする)する形となった。mientras 節では線過去のみ 2 例得られている。以下の表 4 の上段
に旧コーパスの結果を示す。新コーパスについては用例を分析し、その活用形ではないも
のを除いた結果を下段に示す。 
 
表 4: venir「来る」の porque 節と como 節における比較 
porque 節 como 節      用例数(%) 
 動詞 動詞分類 点過去 線過去 点過去 線過去 
14(33.3%) 28(66.7%) 15(44.1%) 19(55.9%) 
venir「来る」 到達動詞 
9(27.3%) 24(72.7%) 8(42.1%) 11(57.9%) 
 
i) venir は Tinoco (2004)で「点過去での用法が自然」とされた到達動詞であるが、porque
節では線過去が多く出た。venir には「来る」という本動詞の他に、「ずっと～してきてい
る」という助動詞の用法もあるが、本調査ではどの副詞節においても本動詞の「来る」が
多く得られた。 
ii) 副詞節の用法については、porque 節は理由を表す用法しかない。それに対し理由以外
の用法も持つ como 節では、両過去共に「～のように」という用法が多く得られ、理由の
用法はあまり得られなかった。以下の例文(3)で、理由の como 節の例(線過去)を見る。 
 
(3) Y      Federico,  como   venía        a   casa       muchas    veces,       siempre    
   and.接  人名        as.接     come.線.3.単 前   house.女.単 many.女.複  time.女.複   always.副   
      le         decía        a       mi        hermana:...(後略) 
間目.3.単  tell.線.3.単 前      所.1.単   sister.女.単 
(フェデリコは家に何度も来ていたので、私の姉/妹にいつも言っていた...)  
(話し言葉)  
例文(3)のように como 節で理由を表すことはできるが、やはり porque 節と異なり como
節は理由以外の用法も持つため、混乱を避けるために理由を表す際にはあまり用いられな
いと考えられる。 
iii) venir における点過去と線過去の違いとして、porque 節、como 節共に、主節が線過去
の場合、副詞節に点過去は出なかったことがあげられる。 
一方で porque 節では両過去が拮抗していた decir「言う」は、como 節においては線過去
が点過去のほぼ 2 倍(旧コーパス)という結果となった(表 5)。mientras 節では線過去のみ 17 
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例得られている。上段に旧コーパス、下段に新コーパスの結果を示す。 
 
表 5: 動詞 decir「言う」調査結果 
porque 節 como 節    用例数(%) 
動詞 動詞分類 点過去 線過去 点過去 線過去 
39(52.0%) 36(48.0%) 236(34.9%) 440(65.1%) 
decir「言う」 達成動詞 
26(45.6%) 31(54.4%) 170(38.5%) 271(61.5%) 
 
i) 先行研究では達成動詞は点過去で表すのが自然とされていたが、少なくとも como 節の
結果には当てはまらない。動詞分類の方法、もしくは動詞の種類よりも接続詞の用法が点
過去/線過去の選択に関して優位である可能性についても考える必要があると言える。 
ii) 総数において、decir は porque 節よりも como 節と共起することが多いと言える。以下、
porque 節と como 節それぞれの線過去の例を見る。まず、例文(4)においては、直接の理由
は decir ではなく、その話す内容になっていることが分かる。また、例文(5)のように、como
節においては、「～が言ったように」という用例が多く見られた。decir が porque 節より como
節と共起することが多いのは、como 節のこうした用法のためと考えられる。 
 
(4)  ...ella     le       dio            calabazas,    porque   decía         que      era    
     代.3.女.単  直目.男.単 give.点.3.単 failure.女.複   because.接   say.線.3.単  関代       be.線.3.単  
    rostritorcido                  y        tenía       la        boca         descentrada.  
shameless.and.devious.過分.単  and.接   have.線.3.単 定.女.単   mouth.女.単  maladjusted.女.単 
(...彼女は彼をふった。なぜなら彼は厚かましくひねくれていて、うるさいからと言っ
ていた。 )                              (フィクション) 
      
(5) " Como    decían     los       latinos ",      comentó                Benedicto Cabrera,  
     as.接        say.線.3.複   定.男.複   Latin.男.複     comment.点.3.単     人名 
   " la       vida      es          corta      y      el         arte     es           largo ". 
定.女.単   life.女.単    be.現.3.単  short.女.単 and.接   定.男.単  art.男.単  be.現.3.単  long.男.単 
(『ラティーノたちが言っていたように』、ベネディクト･カブレラは言った、『人生は
短く、芸術は長いのだ。』)                     (フィクション) 
  
iii) 点過去と線過去の違いという観点から見ると、como 節で線過去が高比率であったの
は、「～のように」という話者にとって重要度の低い情報ととれる、「ボンヤリ」とした用
法のためと考えられる。一方、porque 節で点過去が高比率であったのは、「言った」とい
う事実を理由として「ハッキリ」述べる必要があるからだと考えられる。 
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3. おわりに 
本稿では副詞節における点過去と線過去の割合、両過去の接続詞との共起、動詞ごとの
過去形選択の傾向を、コーパス調査から明らかにすることができた。ただ、形のみで検索
を行ったため、副詞節以外の例や、他の品詞、時制も数に含まれてしまったことが問題点
である。今後は正確な数値と個々の用例の分析、両面を兼ね揃えた調査を行う必要がある。 
 
 
略号一覧 
1: 1 人称 
 3: 3 人称 
単: 単数 
複: 複数 
男: 男性形 
女: 女性形 
定: 定冠詞 
不定: 不定冠詞 
前: 前置詞 
副: 副詞 
所: 所有詞 
接: 接続詞 
直目: 直接目的語 
間目: 間接目的語 
代: 代名詞 
関代: 関係代名詞 
再代: 再帰代名詞 
現: 直説法現在 
過分: 過去分詞 
点: 点過去 
 線: 線過去 
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